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１. SCOREでの活動目的 

育成者の権利侵害や食品産地偽装などからブランド品種・産地を保護することを目指している。そ

のために、個人・民間・自治体・国などの幅広い分野の方々にヒアリングを行い、実証試験を通し

て、ニーズに即した DNA 分析サービスの提供が可能となるビジネスモデルを構築することを目的

として活動を行った 

 

２. 総合所見 

事業化仮説を基に、消費者・農家・種苗メーカー・大学研究者などの幅広い顧客候補にヒアリング

を実施して新品種の開発と病害虫の特定に高いニーズがあることを見出し、ビジネスモデルを構

築した点を高く評価する。新会社も設立しており、今後の進展に期待する。 
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